
令和２年度モニター通信における意見及び回答⑰ 

意 見 

【構想の推進】川奈小学校閉校後の施設活用について（要旨） 

 川奈小学校の跡地利用について、川奈小学校の伝統行事を受け継ぐ「伊東市青少年自然の家

（仮称）」としたらどうでしょうか。 

 川奈小学校伝統の「いるかの仲よし学校」を伊東市小学生全員が体験できる施設です。宿泊

や食事作り、キャンプファイヤー、いるか浜での「川奈海岸ドリーム活動」（シュノーケリング、

海水浴、海岸清掃等）、また小室山散策したりできる拠点にしたらどうかと思います。 

 グラウンドはサッカースクールに継続して使用させていただきたいと思います。 

 

回 答 

川奈小学校の跡地利用につきましては、令和元年８月に策定した「伊東市立小・中学校の規

模及び配置の適正化に向けた基本方針」の中で、「学校は地域のシンボルであり防災拠点でもあ

る」との考えのもと、避難所としての機能を維持し、地域住民の安心や意向を十分に考慮して

いく方針としております。 

 同基本方針を踏まえ、観光地伊東としての本市の特色を十分に活かし、外から訪れる人も利

用できる施設としての利活用を検討し、具体的な方向性につきましては、庁内に設置した検討

委員会の中で協議してまいります。 
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